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《内容》ゲノム編集と Covid-19mRNA ワクチンの知財をめぐって /
進むゲノム編集での食用動物の開発 / 書評そのほか

●DNA問題研究会シンポジウム　
■なぜいま安全保障なのか？　
　経済・エネルギー・食料、そして軍事の安全保障の動きを考える
■報告 ：神野芳紀さん「経済安全保障とは？」
　　　　天笠啓祐さん「食料安全保障とエネルギー安全保障を考える」
　　　　村上茂樹さん「秘密特許がもたらすもの」
■日時：2022 年 10 月 27 日（木）13 時〜 16 時
■場所：東京ボランティア市民活動センター会議室 A
            飯田橋駅前セントラルプラザ 10階　JR 総武線、メトロ飯田橋すぐ
■資料代：300 円
■問い合わせ先：下記のとおり
■オンライン等ではおこないません
　☞詳細は 11 頁参照のこと
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●
定
例
会
報
告

C
R
ISPR

/C
as9

お
よ
び
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
知
財
に
つ
い
て

　

２
０
２
２
年
８
月
１
７
日
（
木
）、
お
盆
の
最
中
に
定
例
会
を
行
っ
た
（
飯

田
橋
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
Ｃ
会
議
室
）。
前
号
で
簡
単
に
触
れ
た
よ
う
に
、

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術C

R
IS
P
ER
/C
as9

を
め
ぐ
る
特
許
の
行
方
お
よ
び
ｍ
Ｒ
Ｎ

Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
知
財
を
め
ぐ
る
複
雑
な
関
係
を
報
告
し
た
。
以
下
は
当
日
の
報

告
、
参
加
者
は
４
名
だ
っ
た
。

◆
は
じ
め
に

　

本
誌
１
５
５
号
で
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
（
ク
リ
ス
パ
ー
キ
ャ
ス
９
）
は
米
国
で

ど
う
な
っ
て
い
る
か
を
簡
単
に
報
告
し
た
。
今
年
は
じ
め
に
米
国
特
許
商
標
庁

が
裁
定
を
下
し
、
現
在
こ
の
技
術
の
特
許
の
行
方
は
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
（
ダ
ウ
ド
ナ
、
シ
ャ
ル
パ
ン
テ
ィ
エ
ら
）
と
ブ
ロ
ー

ド
研
究
所
（
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
と
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
共
同
運
営
。
フ
ェ
ン
・
チ
ャ
ン
ら
）

の
間
で
特
許
の
争
い
が
続
い
て
い
る
。

⑵
こ
の
技
術
の
内
容
を
大
雑
把
に
く
く
る
と
、
①
適
用
す
る
環
境
が
、
試
験
管

の
中
か
原
核
細
胞
か
真
核
細
胞
か
③
一
本
鎖
合
成
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
使
う
か
、
に
分
け

ら
れ
る
。

⑶
こ
の
技
術
を
最
初
に
論
文
発
表
し
出
願
し
た
の
は
リ
ト
ア
ニ
ア
の
ビ
リ
ニ
ュ

ス
大
学
。
２
つ
の
Ｒ
Ｎ
Ａ
も
ち
い
て
い
る
細
菌
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
た
も
の
で

あ
る
。

⑷
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
が
一
本
鎖
合
成
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
用
い
て
原
核
細
胞
に
適
用

す
る
シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

⑸
ブ
ロ
ー
ド
研
究
所
が
一
本
鎖
合
成
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
用
い
て
真
核
細
胞
に
適
用
す
る

シ
ス
テ
ム
を
開
発
し
た
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
医
薬
農
魚
畜
産
業
の
研
究
開
発
で
使
わ
れ
る
の
が
⑸

で
あ
る
こ
と
だ
。
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
は
⑸
の
真
核
細
胞
に
適
用
し
た
の
も

自
分
た
ち
だ
と
主
張
し
て
い
る
が
、
裁
定
で
は
ブ
ロ
ー
ド
研
究
所
に
軍
配
を
あ

げ
た
。
両
者
主
張
が
真
っ
向
か
ら
対
立
す
る
一
方
で
、
巨
額
の
契
約
金
で
大
手

化
学
・
製
薬
企
業
と
共
同
で
医
薬
品
の
開
発
が
す
す
ん
で
い
る
（
図
）。

◆
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
特
許
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
第
７
波
が
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
み
せ
つ
つ

あ
る
い
ま
、
４
回
目
、
５
回
目
と
接
種
が
す
す
む
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
ン
の
特

許
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
見
て
み
る
。

　

C
ovid-19

ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て
日
本
で
は
現
在
ま
で
に
⑴
フ
ァ
イ
ザ
ー
／

ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
⑵
ア
ス
ト
ラ
ゼ
ネ
カ
（
２
０
２
１
年
２
月
）
⑶
モ
デ
ル
ナ
（
同

５
月
）
⑷
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
（
２
０
２
２
年
２
月
）
計
４
社
の
ワ
ク
チ
ン
が
特
例

承
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
う
ち
⑴
フ
ァ
イ
ザ
ー
／
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
と
⑵
モ
デ
ル

ナ
の
二
つ
が
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
で
あ
る
。

　

従
来
型
ワ
ク
チ
ン
は
１
０
年
と
い
う
開
発
期
間
を
要
し
有
効
性
が
５
〜
７
割

で
あ
る
の
に
対
し
て
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
１
年
以
内
に
製
品
が
完
成
し
、

９
０
％
を
超
す
有
効
性
を
示
し
た
。
こ
の
〝
有
効
性
の
高
さ
〟
と
い
う
点
が
ｍ

Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
圧
倒
的
優
位
性
と
し
て
当
初
は
強
調
さ
れ
た
。
エ
ビ
デ
ン
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ス
に
拘
る
専
門
家
で
も
き
ち
ん
と
説
明
で
き
な
い
ま
ま
、
開
発
企
業
の
提
出
す

る
デ
ー
タ
に
浮
か
れ
た
。
こ
の
ほ
ど
公
開
さ
れ
た
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
の
報
告
書
に

よ
れ
ば
、
本
来
有
効
性
の
小
さ
い
は
ず
で
あ
る
従
来
型
、
ノ
バ
バ
ッ
ク
ス
社
ワ

ク
チ
ン
の
有
効
性
は
フ
ァ
イ
ザ
ー
／
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
、
モ
デ
ル
ナ
と
同
レ
ベ
ル

の
９
０
％
で
あ
る
。

　

接
種
が
イ
ス
ラ
エ
ル
ほ
か
で
は
じ
ま
っ
た
当
初
は
、
こ
の
〝
高
い
有
効
性
〟

を
賞
賛
す
る
専
門
家
が
大
勢
い
た
が
、
し
か
しC

ovid-19

は
変
異
を
繰
り
返

す
性
質
を
も
つ
。
そ
し
て
人
間
の
免
疫
も
数
カ
月
で
低
下
す
る
ら
し
い
。
こ
の

よ
う
な
未
だ
人
間
が
操
作
で
き
な
い
現
象
に
翻
弄
さ
れ
て
、
熱
狂
は
次
第
に
冷

め
て
落
ち
つ
い
た
。
当
初
６
割
か
８
割
か
な
ど
で
獲
得
さ
れ
る
と
さ
れ
た
〝
集

団
免
疫
〟
の
こ
と
も
す
っ
か
り
聞
か
な
く
な
っ
た
。
い
ま
接
種
を
推
奨
す
る
側

も
、
受
け
る
市
民
の
側
も
そ
の
理
由
は
「
打
た
な
い
よ
り
は
打
っ
た
方
が
重
症

化
し
な
い
よ
う
だ
」
程
度
の
も
の
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
そ
し
て
市
民
感
情
と
し

て
は
、
い
っ
た
い
何
度
打
て
ば
終
え
る
の
か
と
い
う
不
審
に
代
わ
り
、
高
熱
や

倦
怠
感
と
い
う
か
な
り
厳
し
い
副
反
応
は
割
に
合
わ
な
い
と
い
う
感
じ
に
も
な

る
。
し
か
し
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
制
圧
を
目
指
す
と
言
う
こ
と
く
ら
い
し
か
や
る

こ
と
が
分
か
ら
な
く
な
っ
て
き
た
政
府
や
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
で
あ
る
製
薬
企

業
は
、
全
世
代
に
接
種
を
せ
よ
と
や
っ
き
だ
。
モ
デ
ル
ナ
は
日
本
国
内
に
ワ
ク

チ
ン
製
造
工
場
建
設
の
計
画
を
発
表
し
た
。
そ
こ
で
出
来
た
ワ
ク
チ
ン
を
十
年

間
国
費
買
い
上
げ
が
条
件
だ
。

　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
世
界
的
普
及
に
よ
っ
て
、
今
後
の
ワ
ク
チ
ン
開
発
の

中
心
が
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
ベ
ー
ス
し
た
も
の
へ
と
大
き
く
舵
を
き
っ
た
、
開
発
し
た

二
つ
の
グ
ル
ー
プ
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
／
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
と
モ
デ
ル
ナ
は
空
前
の
利

益
を
上
げ
た
。

＊単位　億円　　＊＊開発の進捗状況に応じて支払われる報酬　　＊＊＊売上高に対して、一桁代半ばと推定
される特許料　　　出典）NEDO「植物等の生物を用いた高機能品生産技術の開発」　新規ゲノム編集関連技術の
開発、および植物での利用

図　　ゲノム編集技術のライセンス状況（医薬品）

●第1世代　ZEN
サンガモ

●第2世代　TALE
セレクティス

●第3世代　クリスパー
エディタス・メディシン
（米　ブロード研究所）

クリスパー・セラピューティクス
（スイス　シャルパンティエ）

インテリア・セラピューティクス
（米　ダウドナ共同創立者）

パートナー 契約 ＊＊ 契約条件（一部）
企業 一時金 

ファイザー 70＊ 475 血友病A（フェーズ1／2）
シャイアー 13 非開示 血友病などの４遺伝子
（武田薬品）

ファイザー 80 185 CAR-T/がん免疫細胞療法
セルヴィエ 10 840 血友病/固形癌（UCART19含む）
   ＊最大6プログラム

ジュノ 25 690 CAR-T/がん免疫細胞療法
（JUNO）   ＊最大３プログラム 
アラガン 90 非開示 レーバー先天黒内障LCA10含む眼疾患
（Allergan）   ＊最大5プログラム
バイエル ー 300 血液疾患、失明/先天性心疾患
   ＊合弁会社設立
バーテックス 150 2,520 嚢胞性線維症/異常ヘモグロビン症など
   ＊最大6プログラム 
ノバルティス 非開示 非開示 CAR-T、HSCなど
リジェネロン 75 非開示 CAR-Tなど
   ＊最大10プログラム



［4］

◆
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
特
徴

　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
構
造
の
特
徴
は
、
脂
質
で
つ
く
っ
た
包
装
物
の
な
か

に
、
ウ
イ
ル
ス
の
ス
パ
イ
ク
タ
ン
パ
ク
質
の
設
計
図
を
含
む
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
分
子
を

く
る
ん
だ
。
接
種
す
る
と
、
細
胞
内
に
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
取
り
込
ま
れ
、
ス
パ
イ
ク

タ
ン
パ
ク
質
が
生
成
さ
れ
る
と
、
免
疫
を
刺
激
し
て
ワ
ク
チ
ン
効
果
を
発
揮
す

る
。

　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
は
た
く
さ
ん
の
特
許
の
集
積
物
で
あ
る
が
、
そ
の
う
ち

基
本
と
な
る
特
徴
は
、
以
下
で
あ
る
。

⑴
シ
ュ
ー
ド
ウ
リ
ジ
ン

　

も
と
も
と
Ｒ
Ｎ
Ａ
は
分
解
し
や
す
い
と
い
う
性
質
が
あ
る
。
ワ
ク
チ
ン
と
し

て
働
く
た
め
に
は
、
体
内
で
留
ま
り
抗
原
タ
ン
パ
ク
質
を
つ
く
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
そ
こ
で
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
構
成
す
る
４
つ
の
成
分
の
う
ち
の
ひ
と
つ
ウ
リ
ジ

ン
を
シ
ュ
ー
ド
ウ
リ
ジ
ン
に
置
き
換
え
た
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
細
胞
内
に
入

れ
た
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
し
ば
ら
く
は
分
解
さ
れ
な
い
（
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
安
定
化
す
る
技

術
）。
ペ
ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
（
カ
ト
リ
ン
・
カ
リ
コ
、ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
）

が
開
発
し
た
。

⑵
脂
質
ナ
ノ
粒
子
に
よ
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
の
輸
送

　

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
包
ん
で
細
胞
内
に
届
け
る
た
め
の
粒
子
で
す
。
構
成
す
る
脂
質

の
成
分
に
よ
っ
て
多
く
の
種
類
が
あ
る
。
フ
ァ
イ
ザ
ー
／
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
と
モ

デ
ル
ナ
と
で
は
、
構
成
す
る
脂
質
の
種
類
、
割
合
が
異
な
っ
て
い
る
。

◆
特
許
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

　
「C
O
V
ID
-19

の
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ベ
ー
ス
の
ワ
ク
チ
ン
候
補
の
特
許
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
分
析
」（
左
図
を
参
照
、
２
０
２
１
年
）
を
み
る
と
。
複
雑
な
特
許
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
す
っ
き
り
と
す
る
。

　

大
き
な
円
は
関
連
す
る
事
業
体
（
企
業
）。
エ
ッ
ジ
は
２
つ
の
事
業
体
間
の

合
意
ま
た
は
特
許
を
、
事
業
体
の
周
り
の
小
さ
な
円
は
、
基
礎
と
な
る
ワ
ク
チ

ン
技
術
に
関
連
す
る
特
許
を
表
し
て
い
る
。

　

右
手
に
カ
ト
リ
ン
・
カ
リ
コ
、
ド
リ
ュ
ー
・
ワ
イ
ズ
マ
ン
ら
が
所
属
し
た
ペ

ン
シ
ル
ベ
ニ
ア
大
学
、
左
下
に
脂
質
ナ
ノ
粒
子
開
発
に
貢
献
し
た
ブ
リ
テ
ィ
ッ

シ
ュ
・
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
が
あ
る
。
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
を
安
定
化
す
る
技
術
は
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
大
学
か
ら
独
占
的
に
ラ
イ
セ
ン
ス
を
提
供
さ
れ
て
い
る
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
リ

ボ
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
社
と
セ
ル
ス
ク
リ
プ
ト
社
を
経
由
し
て
モ
デ
ル
ナ
と

ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
両
者
へ
と
非
独
占
的
に
ラ
イ
セ
ン
ス
提
供
さ
れ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
る
。
ち
な
み
に
カ
ト
リ
ン
・
カ
リ
コ
氏
は
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
社
の
副
社
長
で

あ
る
。
こ
の
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
が
新
型
コ
ロ
ナ
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
の
主
役
で

ほ
ぼ
独
占
的
に
提
供
し
て
い
る
の
は
こ
の
よ
う
な
事
情
だ
か
ら
だ
。
フ
ァ
イ

ザ
ー
社
は
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
と
共
同
で
流
通
と
販
売
に
関
与
し
て
い
る
。
特
許
の

流
れ
は
同
時
に
金
の
流
れ
で
も
あ
る
。
日
本
で
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
推
奨
さ
れ
る

と
、
フ
ァ
イ
ザ
ー
／
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
、
モ
デ
ル
ナ
が
利
益
を
上
げ
て
、
ペ
ン
シ

ル
ベ
ニ
ア
大
学
の
特
許
料
収
入
が
増
え
る
。

　

脂
質
ナ
ノ
粒
子
の
技
術
に
関
し
て
は
、
カ
ナ
ダ
の
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・
コ
ロ

ン
ビ
ア
大
学
の
開
発
を
起
源
と
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。C

ureV
ac

社
は

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
技
術
の
分
野
に
お
け
る
ド
イ
ツ
を
拠
点
と
す
る
世
界
的
な
バ
イ
オ
医

薬
品
企
業
で
、C

ovid-19

ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
開
発
で
は
第
三
相
試
験
段
階

に
あ
る
。A

rbutus

社
（
ア
ル
バ
タ
ス
）、A

cuitas

（
ア
ク
イ
タ
ス
）
は
脂

質
ナ
ノ
粒
子
（LN

P

）
を
製
品
化
す
る
企
業
で
、
ラ
イ
セ
ン
ス
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
構
造
は
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
り
く
ん
で
い
る
。

◆
変
わ
る
大
学
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ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
の
紛
争
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
学
と
ブ
ロ
ー
ド
研
究
所

が
、争
い
の
主
役
を
演
じ
て
い
る
。
ダ
ウ
ド
ナ
研
究
室
か
ら
生
ま
れ
た
カ
リ
ブ
ー

サ
イ
エ
ン
ス
社
、
ダ
ウ
ド
ナ
が
創
業
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス

社
、
ブ
ロ
ー
ド
研
究
所
か
ら
生
ま
れ
た
エ
デ
ィ
タ
ス
・
メ
デ
ィ
シ
ン
社
、
シ
ャ

ル
パ
ン
テ
ィ
エ
が
創
業
し
た
ク
リ
ス
パ
ー
・
セ
ラ
ピ
ュ
ー
テ
ィ
ク
ス
社
な
ど
大

学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
が
バ
イ
エ
ル
、
バ
ー
テ
ッ
ク
ス
や
ノ
バ
ル
テ
ィ
ス
な
ど

化
学
、
製
薬
大
手
と
共
同
で
商
品
開
発
を
行
う
。
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
安
定
化
技
術
に
貢

献
し
た
カ
リ
コ
氏
は
ビ
オ
ン
テ
ッ
ク
の
副
社
長
と
い
う
地
位
に
い
る
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
、
ｍ
Ｒ
Ｎ
Ａ
ワ
ク
チ
ン
ど
ち
ら
も
基
本
技
術
は
大
学
で
生

ま
れ
た
。
製
品
化
し
た
会
社
は
、
ア
カ
デ
ミ
ア
出
身
者
が
創
設
し
た
も
の
で
あ

る
。
連
邦
政
府
予
算
か
ら
大
学
に
流
れ
た
巨
額
の
研
究
資
金
で
生
ま
れ
た
成
果

で
あ
る
が
、
か
な
り
以
前
か
ら
そ
の
知
財
権
利
は
連
邦
で
は
な
く
大
学
に
与
え

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
米
国
の
研
究
は
大
企
業
が
主
導
す
る
も

の
か
ら
大
学
お
よ
び
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
が
主
導
す
る
も
の
へ
と
移
行
し
た
。

＊

　

東
京
医
科
歯
科
大
学
と
東
京
工
業
大
学
の
合
併
が
発
表
さ
れ
た
。
稼
げ
る
大

学
に
な
っ
て
生
き
残
る
た
め
に
、
知
財
を
も
つ
こ
と
の
重
要
性
が
ま
す
ま
す
注

目
さ
れ
て
い
る
。
大
学
再
編
や
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
を
支
援
の
流
れ
は
、
米
国

が
牽
引
す
る
世
界
の
潮
流
に
な
ら
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
日
本
で
ト
マ
ト
や
魚
な

ど
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
が
大
学
発
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
に
主
導
さ
れ
て
い
る
の
も
、
こ

の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
か
ら
だ
ろ
う
。
こ
の
よ
う
な
在
り
方
で
は
、
市
民
の
ア

カ
デ
ミ
ズ
ム
に
対
す
る
〝
信
頼
〟
は
も
ろ
く
崩
れ
る
可
能
性
が
あ
る
。

（
村
上
茂
樹
、
会
員
）

図　COVID-19mRNAワクチン候補の特許ネットワーク分析

A network analysis of covid-19 vaccine patentsをもとに作製しました
出典：Nature Biotechnology (Nat Biotechnol)　 ISSN 1546-1696(online) ISSN 1087-0156
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ゲ
ノ
ム
編
集
卵
の
波
紋

　

ゲ
ノ
ム
編
集
で
食
用
の
動
物
の
開
発
が
進
ん
で
い
る
。
特
に
注
目
さ
れ
て
い
る

の
が
、卵
を
産
む
鶏
で
あ
る
。
イ
ス
ラ
エ
ル
に
あ
る
Ｎ
Ｒ
Ｓ
ポ
ウ
ル
ト
リ
ィ
社
が
、

昨
年
１
１
月
に
、
雌
の
胚
に
は
影
響
が
な
く
、
雄
の
胚
だ
け
孵
化
し
な
い
こ
と
で
、

雌
だ
け
を
誕
生
さ
せ
る
採
卵
鶏
の
生
産
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
場
合
の
胚
と
は
、

有
精
卵
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
欧
州

で
大
き
な
論
争
を
呼
ん
で
い
る
。
こ
れ
ま
で
採
卵
鶏
で
は
、
雄
で
誕
生
し
た
鶏

の
雛
は
、
生
ま
れ
て
す
ぐ
に
殺
処
分
さ
れ
て
き
た
。
世
界
的
に
こ
れ
が
ア
ニ
マ

ル
ウ
ェ
ル
フ
ェ
ア
に
反
す
る
と
批
判
さ
れ
る
中
、
欧
州
で
論
争
に
な
り
、
ド
イ

ツ
政
府
は
２
０
２
２
年
１
月
１
日
よ
り
、
雄
の
雛
の
殺
処
分
を
禁
止
し
た
。

　

Ｎ
Ｒ
Ｓ
ポ
ウ
ル
ト
リ
ィ
社
は
イ
ス
ラ
エ
ル
と
と
も
に
米
国
に
も
拠
点
を
持
つ

企
業
で
あ
る
。
こ
の
殺
処
分
問
題
に
対
応
す
る
た
め
、ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
、

胚
の
段
階
で
、
鳥
類
が
持
つ
独
特
の
染
色
体
で
あ
る
Ｚ
染
色
体
を
操
作
し
て
雄

の
雛
だ
け
孵
化
し
な
い
よ
う
に
し
た
。
こ
の
こ
と
が
、
欧
州
で
雄
の
雛
の
殺
処

分
禁
止
を
拡
大
す
る
流
れ
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
て
い
る
。

　

し
か
し
同
時
に
、
欧
州
で
の
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
動
き
に
、
影
響
し
か
ね
な

い
も
の
に
も
な
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
卵
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
輸
出
さ

れ
る
可
能
性
が
強
い
か
ら
で
あ
る
。
欧
州
委
員
会
は
こ
の
卵
を
口
実
に
ゲ
ノ
ム

編
集
食
品
に
つ
い
て
、
食
の
安
全
性
の
評
価
も
表
示
も
な
い
ま
ま
流
通
を
認
め

る
動
き
を
見
せ
て
い
る
。
卵
に
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
に
用
い
た
遺
伝
子
が
残
っ
て

い
な
い
、
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。
欧
州
の
市
民
団
体
な
ど
は
、
こ
の

卵
が
欧
州
に
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
を
も
た
ら
す
「
ト
ロ
イ
の
木
馬
」
の
役
割
を
果

た
そ
う
と
し
て
い
る
、
と
い
っ
て
批
判
し
て
い
る
。
ま
た
、
欧
州
で
解
禁
さ
れ

れ
ば
、
世
界
中
で
一
挙
に
ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
の
市
場
化
が
進
み
そ
う
で
あ
る
。

日
本
で
も
開
発
進
む

　

日
本
で
も
同
様
の
鶏
の
研
究
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

広
島
大
学
の
堀
内
浩
幸
教
授
ら
の
研
究
チ
ー
ム
で
、
精
子
や
卵
子
な
ど
の
生
殖

細
胞
に
な
る
基
の
細
胞
を
「
始
原
生
殖
細
胞
」
と
い
う
が
、
そ
の
段
階
で
雄
に

な
る
遺
伝
子
を
壊
し
、
生
ま
れ
て
く
る
鶏
を
す
べ
て
雌
に
す
る
操
作
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
エ
ル
の
企
業
が
受
精
卵
の
段
階
で
あ
る
の
に
比
べ
て
、
よ
り
前
の
段
階

で
遺
伝
子
を
操
作
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

産
業
技
術
総
合
研
究
所
（
産
総
研
）
の
バ
イ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
研
究
部
門
の
大

石
勲
ら
が
開
発
を
進
め
て
い
る
の
が
、
ア
レ
ル
ゲ
ン
遺
伝
子
を
壊
し
た
鶏
と
イ

ン
タ
ー
フ
ェ
ロ
ン
を
生
産
す
る
鶏
で
、
こ
れ
ら
も
い
ず
れ
も
始
原
生
殖
細
胞
を

用
い
て
遺
伝
子
を
操
作
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
鶏
で
の
開
発
合
戦
が
過
熱
気

味
で
あ
る
。

　

日
本
で
は
す
で
に
、
ゲ
ノ
ム
編
集
技
術
を
用
い
た
マ
ダ
イ
、
ト
ラ
フ
グ
が
市

場
に
登
場
し
て
い
る
。
さ
ら
に
は
マ
サ
バ
と
マ
グ
ロ
、
エ
ビ
も
開
発
中
で
あ
る
。

さ
ら
に
い
ま
、
市
場
化
し
そ
う
な
勢
い
に
あ
る
の
が
、
コ
オ
ロ
ギ
で
あ
る
。
徳
島

●
動
向
／
ゲ
ノ
ム
編
集

進
む
ゲ
ノ
ム
編
集
で
の
食
用
動
物
の
開
発
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大
学
の
三
戸
太
郎
准
教
授
と
、
同
准
教
授
が
立
ち
上
げ
た
同
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー

の
グ
リ
ラ
ス
は
共
同
で
、
コ
オ
ロ
ギ
の
脱
皮
ホ
ル
モ
ン
を
制
御
し
、
巨
大
化
す

る
実
験
に
す
で
に
成
功
し
て
い
る
。
同
様
の
巨
大
コ
オ
ロ
ギ
の
開
発
に
は
、
長

浜
バ
イ
オ
大
学
も
名
乗
り
を
上
げ
て
い
る
。

　

コ
オ
ロ
ギ
の
開
発
が
急
激
に
進
ん
だ
背
景
に
は
、
政
府
が
フ
ー
ド
テ
ッ
ク
を

推
進
し
、
昆
虫
食
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
に
便
乗
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
昆
虫

は
高
タ
ン
パ
ク
で
あ
る
た
め
、
大
き
な
問
題
点
に
な
っ
て
い
る
の
が
ア
レ
ル
ギ
ー

対
策
で
あ
る
。
そ
の
た
め
グ
リ
ラ
ス
で
は
、
低
ア
レ
ル
ゲ
ン
・
コ
オ
ロ
ギ
の
開

発
も
進
め
て
い
る
。
徳
島
県
美
馬
市
の
廃
校
を
利
用
し
て
量
産
工
場
も
作
ら
れ

て
い
る
。

米
国
で
は
牛
、
中
国
で
は
羊
の
開
発

　

米
国
で
は
牛
の
市
場
化
が
近
い
。
そ
の
中
心
に
な
っ
て
い
る
企
業
が
リ
コ
ン

ビ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
社
で
、
同
社
は
今
年
３
月
に
、
滑
ら
か
な
薄
い
毛
を
も
つ
牛

を
開
発
し
た
と
発
表
し
た
。
実
際
に
開
発
し
た
の
は
同
社
の
子
会
社
で
あ
る
ア

ク
セ
リ
ジ
ェ
ン
社
で
、
暑
さ
に
耐
え
ら
れ
る
牛
の
開
発
だ
と
い
う
。
滑
ら
か
な

薄
い
毛
だ
と
、
熱
に
よ
る
ス
ト
レ
ス
を
受
け
難
く
、
体
重
を
増
や
す
の
が
容
易

で
、
効
率
の
良
い
食
肉
生
産
を
も
た
ら
す
と
し
て
い
る
。
リ
コ
ン
ビ
ネ
テ
ィ
ッ

ク
ス
社
は
以
前
、
角
の
な
い
牛
を
開
発
し
量
産
態
勢
に
入
り
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
大

量
に
購
入
す
る
計
画
を
立
て
て
い
た
。
し
か
し
、Ｆ
Ｄ
Ａ
（
食
品
医
薬
品
局
）
が
、

こ
の
牛
を
解
析
し
た
と
こ
ろ
、
抗
生
物
質
耐
性
遺
伝
子
が
３
種
類
見
つ
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
承
認
を
取
り
消
し
た
経
緯
が
あ
る
。
Ｆ
Ｄ
Ａ
は
今
回
の
牛
に
関
し
て

は
、
食
品
と
し
て
安
全
性
に
問
題
な
い
と
結
論
付
け
、
承
認
し
て
い
る
。
し
か
し
、

こ
の
牛
に
関
し
て
は
、
ゲ
ノ
ム
編
集
で
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
る
、
予
想
外

の
遺
伝
子
の
破
壊
で
あ
る
オ
フ
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
評
価
が
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
モ
ザ
イ
ク
の
可
能
性
に
関
し
て
も
十
分
に
調
べ
ら
れ
て
お
ら
ず
、
問
題
点

を
残
し
た
ま
ま
で
、
同
社
は
２
年
以
内
に
市
場
化
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
中
国
で
は
中
国
農
業
大
学
と
新
疆
畜
牧
科
学
院
の
研
究
者
が
、
ゲ
ノ

ム
編
集
で
短
尾
種
細
毛
羊
を
誕
生
さ
せ
た
と
発
表
し
た
。
現
在
、
綿
羊
の
品
種

は
ほ
と
ん
ど
の
も
の
で
尾
が
長
く
、
感
染
症
が
起
き
や
す
い
な
ど
の
理
由
で
子

羊
の
段
階
で
尾
が
短
く
切
ら
れ
る
。
そ
こ
で
チ
ベ
ッ
ト
系
綿
羊
な
ど
い
く
つ
か

の
綿
羊
を
研
究
し
、
ゲ
ノ
ム
編
集
で
誕
生
さ
せ
た
も
の
。

　

ゲ
ノ
ム
編
集
食
品
は
、
環
境
へ
の
影
響
も
、
食
品
の
安
全
性
も
評
価
す
る
必

要
が
な
く
、
食
品
表
示
も
必
要
な
い
た
め
、
開
発
さ
れ
れ
ば
す
ぐ
に
市
場
化
で

き
て
し
ま
う
。
こ
れ
ら
の
安
全
に
不
安
な
食
品
が
食
卓
を
脅
か
す
こ
と
に
な
る
。

（
天
笠
啓
祐
、
会
員
）
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２
０
２
０
年
２
月
３
日
に
横
浜
港
に
到
着
し
た
ク
ル
ー
ズ
船
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
号
」
で
の
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症
の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
報
道
が
さ

れ
、
大
騒
ぎ
に
な
っ
た
が
、
あ
れ
よ
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
日
本
中
に
感
染
は
広

が
り
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
た
。
当
時
、
顔
を
合
わ
せ
れ
ば
コ
ロ
ナ
の
話

題
に
な
っ
た
が
、
こ
の
間
ど
れ
だ
け
の
人
が
障
害
の
あ
る
人
や
そ
の
家
族
に
思

い
を
は
せ
た
だ
ろ
う
か
。

　

今
は
コ
ロ
ナ
感
染
も
第
７
波
を
迎
え
て
い
る
。
こ
の
間
、
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と

を
考
え
、感
じ
て
き
た
が
、私
の
心
の
中
に
は
、あ
の
子
が
い
な
く
て
良
か
っ
た
、

と
い
う
思
い
が
い
つ
で
も
消
え
ず
に
あ
っ
た
。
私
の
息
子
宏
樹
は
ダ
ウ
ン
症
と

し
て
生
ま
れ
た
。
知
的
障
害
が
重
く
、
自
閉
的
傾
向
が
強
く
、
着
る
も
の
や
行

動
に
強
い
こ
だ
わ
り
が
あ
っ
た
の
で
、
今
の
コ
ロ
ナ
禍
で
生
き
て
い
た
ら
、
こ

の
状
況
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
に
大
変
だ
ろ
う
か

と
思
う
（
彼
は
２
０
０
２
年
６
月
に
１
７
歳
で
亡
く
な
っ
た
）。
マ
ス
ク
、
し

て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
な
。
消
毒
、
し
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
な
。
お
出
か
け
、
や

め
て
く
れ
な
い
だ
ろ
う
な
。
彼
は
自
由
に
ど
こ
に
で
も
出
か
け
、
無
賃
乗
車
で

発
見
さ
れ
る
か
、
終
電
後
、
折
り
返
し
電
車
が
無
く
な
り
、
警
察
か
ら
の
連
絡

で
迎
え
に
い
く
と
い
う
こ
と
が
し
ば
し
ば
だ
っ
た
。
今
な
ら
当
時
よ
り
も
っ
と

心
配
な
思
い
で
深
夜
、
電
話
の
鳴
る
の
を
待
っ
て
い
た
だ
ろ
う
な
…
…
。

　

こ
の
本
に
は
今
起
こ
っ
て
い
る
現
実
に
立
ち
向
か
っ
て
い
る
母
親
達
の
手
記

が
綴
ら
れ
て
い
る
。「
見
捨
て
ら
れ
た
体
験
を
言
葉
に
し
た
」
も
の
だ
。「
受
け

取
っ
た
人
が
た
じ
ろ
ぎ
、
と
も
に
考
え
、
と
も
に
動
き
出
す
こ
と
を
願
っ
て
い

る
」
と
、
最
終
章
に
あ
る
。
私
は
自
分
が
た
じ
ろ
ぎ
た
く
な
く
て
、
こ
の
本
を

手
に
入
れ
て
か
ら
も
な
か
な
か
読
み
出
せ
ず
に
い
た
。
認
知
症
の
母
と
息
子
の

ダ
ブ
ル
ケ
ア
を
体
験
し
て
、
母
も
息
子
も
亡
く
な
り
１
０
年
以
上
経
つ
が
、
当

時
の
辛
さ
は
あ
ま
り
思
い
出
し
た
く
な
い
上
に
、
今
は
も
っ
と
困
難
で
大
変
な

時
を
過
ご
し
て
い
る
人
達
が
い
る
の
だ
ろ
う
な
と
思
う
か
ら
だ
。

　
「
障
害
者
差
別
禁
止
法
」（
正
式
名
称
は
「
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消

の
推
進
に
関
す
る
法
律
」）
が
２
０
１
６
年
に
施
行
さ
れ
た
。「
全
て
の
国
民
が
、

障
害
の
有
無
に
よ
っ
て
分
け
隔
て
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
相
互
に
人
格
と
個
性
を

尊
重
し
合
い
な
が
ら
共
生
す
る
社
会
の
実
現
が
目
標
」
と
あ
る
が
、「
平
時
に

お
い
て
し
か
認
め
ら
れ
な
い
配
慮
、そ
れ
は
差
別
だ
」と
こ
の
本
の「
あ
と
が
き
」

に
あ
る
。
障
害
の
あ
る
人
た
ち
や
そ
の
家
族
達
が
「
こ
ん
な
時
だ
か
ら
」
と
我

慢
さ
せ
ら
れ
、
見
捨
て
ら
れ
て
い
っ
た
現
実
が
突
き
つ
け
ら
れ
て
い
る
。
コ
ロ

ナ
禍
で
病
床
逼
迫
し
た
時
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
い
う
言
葉
ま
で
飛
び
出
し
た
。

北
欧
で
は
老
人
が
若
年
層
に
病
床
を
譲
っ
て
い
る
と
。
障
害
者
が
真
っ
先
に
切

り
捨
て
ら
れ
る
、
と
思
っ
た
。「
自
助
、
共
助
、
公
助
」
と
政
府
が
言
い
出
し

◎
書
評

「
コ
ロ
ナ
禍
で
、
障
害
の
あ
る
子
を
も
つ
親
た
ち
が
体
験
し
て
い
る
こ
と
」
を
読
ん
で　
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て
か
ら
久
し
い
。「
自
助
」
の
中
に
押
し
込
め
ら
れ
、
傷
つ
き
、
苦
し
ん
で
い

る
当
事
者
や
家
族
を
も
っ
と
知
っ
て
い
か
な
く
て
は
と
改
め
て
思
っ
た
。

＊

　

１
９
９
９
年
９
月
３
０
日
、
茨
城
県
東
海
村
の
核
燃
料
加
工
会
社
ジ
ェ
ー
・

シ
ー
・
オ
ー
（
Ｊ
Ｃ
Ｏ
）
で
臨
界
被
ば
く
事
故
が
起
き
た
。
直
ち
に
教
育
委
員

会
を
通
じ
て
近
隣
の
小
中
高
等
学
校
に
屋
内
で
過
ご
す
よ
う
に
と
の
通
達
が
出

さ
れ
た
。
後
日
、
県
内
の
養
護
学
校
（
当
時
、
今
は
支
援
学
校
）
で
は
屋
外
の

運
動
場
で
体
育
の
授
業
が
行
わ
れ
て
い
た
、
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
私
は
怒
り

を
覚
え
た
。
障
害
者
の
学
び
の
場
は
教
育
委
員
会
の
頭
の
中
に
は
な
か
っ
た
の

だ
。

　

こ
の
本
の
最
終
章
で
「
ウ
ィ
ル
ス
に
対
す
る
不
安
は
、
自
分
の
想
像
と
人
権

意
識
の
欠
如
を
覆
い
隠
す
」
と
障
害
を
持
つ
兄
の
い
る
著
者
は
い
う
。
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
は
私
た
ち
に
思
考
停
止
を
も
た
ら
し
た
。
私
た
ち
は
知
ら
な
け
れ
ば

い
け
な
い
。「
命
を
守
る
た
め
」
と
面
会
制
限
が
設
け
ら
れ
、「
心
が
殺
さ
れ
た
」

と
い
う
人
た
ち
が
い
る
。
家
族
な
ど
慣
れ
た
人
の
付
き
添
い
が
許
さ
れ
ず
に
拒

食
に
な
り
、
命
を
落
と
し
た
人
が
い
る
、
と
い
う
こ
と
を
。

　
「
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
の
は
そ
れ
以
前
か
ら
私
た
ち
の
社
会
に
あ
っ
た
矛
盾
や

分
断
だ
」
と
こ
の
本
の
紹
介
に
あ
っ
た
。
多
く
の
人
に
読
ん
で
も
ら
い
た
い
と

思
う
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
洪
美
珍
、
会
員
）

※『
コ
ロ
ナ
禍
で
、障
害
の
あ
る
子
を
も
つ
親
た
ち
が
体
験
し
て
い
る
こ
と
』

児
玉
真
美･

編
著
、
生
活
書
院
刊
、
２
２
６
頁
、
１
８
０
０
円
＋
税
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◎
動
向
／
生
殖
医
療

新
型
出
生
前
診
断
、
検
査
対
象
拡
大
へ

　

２
０
２
２
年
８
月
１
７
日
付
け
毎
日
新
聞
朝
刊
で
、
現
在
の
新
型
出
生
前
診

断
（
Ｎ
Ｉ
ｐ
Ｔ
）
の
検
査
項
目
を
ダ
ウ
ン
症
候
群
に
関
わ
る
３
つ
か
ら
広
げ
る

こ
と
を
日
本
医
学
会
が
検
討
し
て
い
る
旨
が
記
さ
れ
て
い
た
。

　

目
的
は
、
拡
大
し
て
も
Ｎ
Ｉ
ｐ
Ｔ
の
制
度
を
保
て
る
か
検
証
す
る
こ
と
で
、

対
象
は
エ
コ
ー
（
超
音
波
）
検
査
で
多
発
奇
形
が
指
摘
さ
れ
た
妊
婦
に
限
り
、

早
け
れ
ば
年
度
内
の
研
究
開
始
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
あ
る
。
す
で
に
、
美
容

皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
無
認
証
施
設
で
は
こ
れ
ら
の
３
項
目
以
外
の
染
色

体
異
常
も
検
査
し
て
お
り
、
Ｎ
Ｉ
ｐ
Ｔ
の
検
査
を
受
け
る
妊
婦
の
半
数
近
く
が

無
認
証
施
設
で
行
わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
無
認
証
施
設
で
は
、
検
査
制
度
も
明

確
で
な
く
、
結
果
の
誤
り
が
多
い
と
言
わ
れ
て
お
り
、
羊
水
検
査
な
ど
の
確
定

的
検
査
ま
で
に
、
産
む
か
ど
う
か
で
悩
む
妊
婦
も
い
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　

美
容
皮
膚
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
な
ど
の
無
認
証
施
設
が
商
業
目
的
で
容
易
に
検
査

を
し
て
い
る
状
況
で
日
本
産
科
婦
人
科
学
会
も
同
じ
よ
う
な
目
的
を
持
ち
、
受

け
入
れ
る
方
向
を
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

子
ど
も
を
無
事
に
出
産
し
た
い
と
い
う
妊
産
婦
の
気
持
ち
を
利
用
し
た
こ
の

学
会
が
検
査
項
目
を
増
や
す
と
い
う
こ
と
は
、
新
型
出
生
前
診
断
対
象
が
拡
大

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　

妊
産
婦
の
デ
リ
ケ
ー
ト
な
心
を
利
用
し
た
無
秩
序
な
行
為
に
怒
り
を
感
じ

る
。
妊
産
婦
と
産
ま
れ
て
く
る
子
ど
も
の
立
場
に
な
っ
て
考
え
て
欲
し
い
。

（
神
野
玲
子
、
会
員
）
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◇DNA問題研究会シンポジウム◇

なぜいま安全保障なのか？
経済・エネルギー・食料、そして軍事の安全保障の動きを考える

　今年 5月に経済安全保障推進法が成立しました。いままで聞いたことがほとんどなかった、経
済安保がクローズアップされています。ほかにも、エネルギー安全保障を推進するため、原発再
稼働の動きが強まっています。食料価格高騰が相次ぎ、市民生活に大きな影響が出始めています。
それにともない食料安全保障が焦点化しています。そしてロシア軍のウクライナへの侵略を口実
に国防費増額があたかも当たり前のようにいわれ、軍事安全保障が優先され始めています。
　私たちは、このような事態をどのように考えたらいいのでしょうか。また市民生活にどのよう
な影響があるのでしょうか。安全保障は、国家権力を強め、秘密主義を前提にします。それは、
私たちが長年取り組んできた、先端技術においては、よりいっそう強化されます。新たに登場し
た経済安全保障を軸に、安全保障の今を考えます。

＊

■日時： 2022 年 10月 27日（木）　13時半〜 16時
■場所：飯田橋・ボランティアセンター会議室A（飯田橋駅前セントラルプラザ 10階）
　　　　※リアル開催のみで、オンライン開催は行いません。
　　　　また、ユーチューブ配信も行いません。
■講師：神野芳紀さん「経済安全保障とは？」
　　　　天笠啓祐さん「食料安全保障とエネルギー安全保障を考える」
　　　　村上茂樹さん「秘密特許がもたらすもの」
■主催：DNA問題研究会　https://dnamondaiken.wixsite.com/mysite-3
■共催：現代技術史研究会M分科会（まぁるい地球をみんなで守ろう分科会）
■参加費：500円
■問い合わせ：神野玲子
■予約不要



［12］

〈
事
務
局
か
ら
〉

　

台
風
が
過
ぎ
去
っ
た
後

こ
こ
数
日
め
っ
き
り
秋
め

い
て
き
ま
し
た
。
今
年
も
あ

と
３
月
を
残
す
と
こ
ろ
と

な
り
ま
し
た
。
前
の
頁
に

ご
案
内
し
ま
し
た
よ
う
に
、

十
月
二
十
七
日
（
木
曜
日
）

に
飯
田
橋
駅
近
く
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
で
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
き
ま
す
。

ウ
ク
ラ
イ
ナ
危
機
に
乗
じ

て
軍
事
拡
大
、
安
全
保
障
が

叫
ば
れ
始
め
、
あ
ま
り
大
き

な
争
点
と
な
ら
な
い
間
に

経
済
安
保
法
案
が
通
過
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
ど
の
よ

う
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い

る
の
か
、
当
会
が
強
い
関

心
を
持
っ
て
き
た
先
端
科

学
技
術
と
市
民
の
あ
り
か

た
と
い
う
側
面
か
ら
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。
ふ
る
っ

て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

〈
編
集
後
記
〉

▽
今
年
三
つ
め
の
通
信

（
１
５
５
号
）
を
お
届
け
し

ま
す
。
▽
前
号
の
印
刷
作
業

は
参
議
院
選
挙
の
直
前
で

し
た
。
直
後
に
安
倍
元
首
相

が
凶
弾
に
倒
れ
、
弔
い
合
戦

で
政
権
与
党
が
圧
勝
、
や
り

た
い
放
題
の
黄
金
の
３
年

（
暗
黒
の
３
年
）
が
始
ま
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

国
葬
が
そ
の
狼
煙
と
な
る

は
ず
で
し
た
。
し
か
し
世
の

中
本
当
に
一
寸
先
は
闇
で

す
。
山
上
氏
の
４
０
年
ほ
ど

の
人
生
は
思
わ
ず
息
を
の

む
ほ
ど
に
壮
絶
、
凄
絶
で
、

そ
の
核
心
部
分
に
は
統
一

教
会
＝
原
理
研
の
存
在
が

あ
り
ま
し
た
。
宗
教
か
ど
う

か
は
と
も
か
く
、
壷
や
聖
典

な
に
や
ら
を
高
額
で
売
り

つ
け
る
だ
け
で
は
済
ま
さ

ず
、
す
べ
て
を
差
し
出
さ
せ

自
己
破
産
に
追
い
込
ん
で

ま
で
家
庭
や
人
間
関
係
を

破
壊
し
収
奪
す
る
反
社
会

的
組
織
に
安
倍
晋
三
氏
は

広
告
塔
と
し
て
は
た
ら
い

た
だ
け
で
は
な
く
、
票
の
差

配
ま
で
し
て
関
与
し
て
い

た
と
い
い
ま
す
し
、
政
権

は
戦
後
ず
っ
と
こ
の
団
体

と
硬
く
手
を
握
っ
て
き
た

と
い
う
〝
不
都
合
な
真
実
〟

が
次
々
と
明
ら
か
に
な
っ

て
き
て
し
ま
い
ま
し
た
。
自

民
党
所
属
議
員
の
う
ち
の

約
半
数
、
１
８
０
人
が
こ
の

団
体
と
関
係
し
て
い
る
事

実
は
ま
さ
に
後
進
国
の
政

治
状
況
で
す
。
▽
９
月
５
日

か
ら
現
在
、
統
一
教
会
の
被

害
相
談
窓
口
が
省
庁
横
断

（
法
務
省
、
警
察
庁
、
消
費

者
庁
な
ど
）
で
開
か
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
最
中
の
２
７
日

に
広
告
塔
・
安
倍
晋
三
の
国

葬
儀
が
税
金
で
行
わ
れ
る

と
い
う
の
で
す
か
ら
、
も
は

や
悪
い
冗
談
で
し
ょ
う
。
教

会
幹
部
の
高
笑
い
が
聞
こ

え
て
く
る
よ
う
で
す
。
し
か

も
そ
の
企
画
運
営
は
㈱
電

通
で
す
。
▽
東
京
オ
リ
ン
ッ

ピ
ク
を
め
ぐ
る
贈
収
賄
事

件
は
、
森
喜
朗
の
事
情
聴
取

に
い
た
り
、
疑
獄
へ
と
発

展
す
る
可
能
性
が
少
し
出

て
き
ま
し
た
。
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
か
ら
国
葬
儀
に
い
た
る

ま
で
ま
さ
に
〝
㈱
電
通
は
国

家
な
り
〟
で
す
。

▽
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
に
関

す
る
マ
ス
コ
ミ
報
道
は

め
っ
き
り
と
少
な
く
な
り

ま
し
た
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
反

攻
が
威
力
を
ま
し
て
い
る

と
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
が
、

事
実
で
し
ょ
う
か
。
Ｂ
Ｂ

Ｃ
も
米
国
戦
争
研
究
所
も

ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
全
面
的
に

支
援
し
て
い
る
国
家
の
報

道
機
関
で
あ
り
財
団
で
す
。

８
月
９
日
の
会
見
で
ゼ
レ

ン
ス
キ
ー
宇
国
大
統
領
は
、

ク
リ
ミ
ア
の
奪
還
を
め
ざ

す
と
明
言
し
ま
し
た
。
ロ
シ

ア
と
の
停
戦
協
議
は
年
末

ど
こ
ろ
か
当
分
は
な
く
な

り
ま
し
た
。（
む
）

カンパのお願い
当会では常時ご寄付をお受けしております。
今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

振替口座　名義：ディーエヌエーモンダイケンキュウカイ
口座番号 ： 00140-8-605520

他機関から送金いただく場合
１　金融機関 ： ゆうちょ銀行
２　金融機関コード ： 9900
３　店番（支店コード） ： 019
４　預金種目 ： 当座
５　店名（支店名） ： 〇一九（漢数字）
６　口座番号 ： 0605520

DNA通信 155 号　2022 年 9 月 22 日発行


